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（５）基本的な方針（５）基本的な方針（５）基本的な方針（５）基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等等を踏まえた施設整備の水準等等を踏まえた施設整備の水準等等を踏まえた施設整備の水準等    

①①①①    改修等の整備水準改修等の整備水準改修等の整備水準改修等の整備水準    

 

 改修等の基本的な方針を踏まえ、本計画の長寿命化計画に必要な整備水準を検討します。 

 学校施設は、教育水準の維持向上の観点からその安全性や快適性を確保し、児童生徒等

の発達段階に応じた安全・安心で質の高い施設整備が求められます。また、社会情勢の変

化や地域の実情を踏まえ、教育内容・方法の変化に対応し、多様化する学習活動に適応し

ていく必要があります。 

 長寿命化改修の実施は、単に建築時の状態に戻すだけでなく、建物の長寿命化や設備機

器等の更新等により耐久性を高めるとともに、児童生徒等にとって安全・安心で快適な生

活環境や学習環境の改善を目的とします。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建物の耐久性の向上 
 ○構造躯体の経年劣化を回復する 

（コンクリートの中性化対策や鉄筋の腐

食対策等） 
 〇耐久性に優れた仕上げ材へ取り替える 
 （劣化に強い塗装・防水材等の使用） 
 〇維持管理や設備更新の容易性を確保す

る 
 〇水道、電気、ガス管等のライフライン

の更新 

建物の機能や性能の向上 
 〇安全・安心な施設環境を確保する 
  ・耐震対策（非構造部材を含む） 
  ・防災機能の強化 
  ・事故防止、防犯対策 など 
 〇教育環境の質的向上を図る 
  ・近年の多様な学習内容、学習形態への対応 
  ・今後の学校教育や情報化の進展に対応可能な

柔軟な計画 
  ・省エネルギー化、再生可能エネルギーの活用 
  ・バリアフリー化 
  ・木材の活用 など 
 〇地域コミュニティの拠点形成を図る 
  ・防災機能の強化 
  ・バリアフリー化 
  ・地域住民の利用を考慮した教室等の配置 など 

文部科学省 「学校施設の長寿命化改修の手引」より 
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②②②②    維持管理の項目・手法等維持管理の項目・手法等維持管理の項目・手法等維持管理の項目・手法等    

  

学校施設をできるだけ長く、安全かつ良好な状態で使用するためには、従来のような不

具合が生じた後に補修・修理を行う事後保全型の維持管理から、不具合を未然に防ぎ、劣

化や損傷が発生する前の段階に予防的対策を実施することで機能の維持・回復を行う予防

保全型の維持管理を行っていく必要があります。 

予防保全型の維持管理では、日常的・定期的に各種点検を行い、建物の状況を詳細に把

握することで、劣化や損傷の兆候を事前に発見することが可能となります。児童生徒等の

安全・安心を確保し、突発的な事故・故障の発生を抑え、維持修繕費用を縮減できること

になります。 

 

維持管理の手法 維持管理の内容 頻度 主な実施者 

日常点検 設備機器の異常有無等の確認 日常 施設使用者 

自主点検 破損・腐食等の劣化状況等の点検 毎週、毎月、毎年等 

一定の周期 

施設使用者、施設設置

者 

法定点検 法的に定められた箇所等の点検 専門業者 

臨時点検 上記以外に行う臨時的な点検 随時 

施設使用者、 

施設設置者、専門業者 

清掃 建物の延命化のための汚れの除去等 点検に合わせて実施 施設使用者、専門業者 

情報管理 履歴作成、状況把握等 改修・修繕後 施設設置者 

 

 

 

 

 

 

 

  

文部科学省 「学校施設の維持管理について」より 
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（６）長寿命化の実施計画（６）長寿命化の実施計画（６）長寿命化の実施計画（６）長寿命化の実施計画    

①①①①    改修等の優先順位付けと実施計画改修等の優先順位付けと実施計画改修等の優先順位付けと実施計画改修等の優先順位付けと実施計画    

 

P.21 で試算した長寿命化型の改修計画を次の点を考慮し、１０年単位で見直した実施計

画を下表に示します。 

○本計画における劣化状況調査結果、築年数、過去の改修履歴 

〇現在、改修等が予算化された建物は、予算額を計上します。 

〇建設後、又は大規模改造後およそ２０年経過後に、大規模改造、又は長寿命化改修を行

います。また、これまでに長寿命化改修を行わず、建設後の年数を大幅に経過している建

物は、改築とします。 

○長寿命化改修及び大規模改造が直近の計画にない建物で、緊急性が高く劣化状況調査で

Ｄ・Ｃ評価があるものは、今後優先的に部位修繕を行います。            （円） 
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②②②②    長寿命化の長寿命化の長寿命化の長寿命化の効果効果効果効果、長寿命化、長寿命化、長寿命化、長寿命化ののののコストのコストのコストのコストの見通し見通し見通し見通し    

 １）長寿命化の効果 

 

従来の建て替え（改築）を前提とした整備手法から、長寿命化を前提とした整備手法へ

の切り替え、事後保全型から予防保全型への切り替えを行うことにより、施設関連経費の

削減や、突発的な費用の抑制、維持管理・更新の費用の平準化が図られます。また、省エ

ネルギーに配慮した施設整備や、再生可能エネルギーを導入することにより、光熱水費の

低減にもつながり、全体の維持・管理コストの縮減が期待できます。 

 

２）長寿命化計画のコストの見通し 

 

 今後４０年間の学校施設の施設関連経費の長寿命化型の実施計画における効果を以下に

示します。今後４０年間で必要となる維持・更新コストは、およそ４０２億円で年平均１

０．０億円となり、従来型の維持・更新コストから、４０年間でおよそ７１億円の縮減効

果に期待ができることとなります。 

今後は、長寿命化改修、予防保全型の改修を導入し、更なる維持・更新コストの縮減に

努めます。 

３）維持・更新の課題 

 

 今後は、少子化の影響や財政状況を踏まえた上で、中長期的な視点を持って整備方法を

見直し、コスト削減に努めていくことが課題です。  

R3～～～～R12 
従来型：従来型：従来型：従来型：131 億円億円億円億円 

長寿命化型：長寿命化型：長寿命化型：長寿命化型：103 億円億円億円億円 
見直し見直し見直し見直し長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化型型型型：：：：89 億円億円億円億円 

R13～～～～R22 
従来型：従来型：従来型：従来型：99 億円億円億円億円 

長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化型型型型：：：：93 億円億円億円億円 
見直し長寿命化型見直し長寿命化型見直し長寿命化型見直し長寿命化型：：：：102 億円億円億円億円 

R23～～～～R32 
従来型：従来型：従来型：従来型：113 億円億円億円億円 

長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化型型型型：：：：99 億円億円億円億円 
見直し長寿命化型見直し長寿命化型見直し長寿命化型見直し長寿命化型：：：：107 億円億円億円億円 

R33～～～～R42 
従来型：従来型：従来型：従来型：130 億円億円億円億円 

長寿命化長寿命化長寿命化長寿命化型型型型：：：：140 億円億円億円億円 
見直し長寿命化型見直し長寿命化型見直し長寿命化型見直し長寿命化型：：：：104 億円億円億円億円 

（見直し（見直し（見直し（見直し実施計画実施計画実施計画実施計画））））    
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（７）長寿命化計画の継続的運用方針（７）長寿命化計画の継続的運用方針（７）長寿命化計画の継続的運用方針（７）長寿命化計画の継続的運用方針    

①①①①    情報基盤の整備と活用情報基盤の整備と活用情報基盤の整備と活用情報基盤の整備と活用    

 

計画の見直し等を効率的に行うため、施設の基礎情報やこれまでの整備内容、法定・自

主点検の結果等をデータベース化し、今後の修繕・改修計画に有効に活用していきます。 

本計画にあたり作成した必要な情報を定期的に更新し、一元管理していきます。 

 

②②②②    推進体制等の整備推進体制等の整備推進体制等の整備推進体制等の整備    

 

本計画を継続的に運用していくため、改修方針や計画スケジュール等、統一的な考え方

を持った上で推進する必要があり、学校関係者、関係部局等との連携により、必要事項を

的確に把握し、計画に反映していきます。 

 また、学校施設の実態把握やコスト算出、蓄積したデータベースの活用に際しては、一

定の知見が必要となるため、研修等を通じた職員の知見の習得や意識啓発に加え、専門業

者や設計実務者等の協力を得ながら、体制の充実を図る必要があります。 

 

③③③③    フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ    

 

 本計画は、施設の老朽化の状況や、少子化等の社会状況を踏まえ、市の財政計画を見据

え、年次及び個別の事業費の精査を行い、１０年ごとを一定の期間とした見直しを図りま

す。 

また、学校施設の再編が行われた際は、その都度、本計画の見直しを図ります。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南房総市学校施設長寿命化計画 

令和３月２月策定 
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